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はしがき

本資料は, 離散数学の講義2用資料として作成したものである. 主に, 書籍「尾関和彦 “情報技術
者のための離散系数学数学入門,” 共立出版, 2004年」の内容をまとめたものである．その他に参
考にした書籍に関しては本資料の最後に掲載する.
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これより, 無向グラフの中の三角形の数は, 1
6 (2 + 6 + 10 + 10 + 6 + 2) = 6.
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